
 

 

 

 

 

 

Ｈｅｘａｇｏｎａｌで逆極点内側の結晶方位と逆極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 ｛―１２－１１｝＜７２－２－５６＞の非対称逆極点図では［１０－１０］軸で平均化した 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ逆極点図（φ範囲３０―６０）では比較できないが、 

 平均前の（φ範囲０－＞３０）で比較できます。結果はずれが認められます。 

 

非対称逆極点図では平均値の確認ではなく、［１０－１０］軸の上下逆極点図の確認が必要 

ＬａｂｏＴｅｘでは逆極点図の上下確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年１０月２２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 チタン合金のシュミレーションを行っていると結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞のＲＤ逆極点図が 

   ＜ｕｖｗ＞と異なるケースがある事に気が付きました。ＬａｂｏＴｅｘでシュミレーションすると 

   逆極点図が、［１０－１０］に対し非対称の逆極点図で発生しているように見えます。 

   では逆極点図の内側非対称方位ではどのように計算されるかシュミレーションしてみます。 

例えば 

  

 の＜ｕｖｗ＞の結晶方位を考えます。 ［１０－１０］の下側に現れます。 

結晶方位は 

  



ODF図のＣｒｅａｔｅ 

  

 計算された位置に方位のＭａｘが計算されます。 

  

  

 

 



計算された逆極点図 

 

       上のＲＤ逆極点図は平均値 

       

 ＲＤ逆極点図は、非対称で、［２－１－１０］－［１０－１０］の方位を［１０－１０］軸に 

 対称操作を行ったため、方位がずれているように見えます。 

 平均値ではずれが確認出来ますが、平均前の逆極点図ではずれはありません。 

 

 ＯＤＦ図で計算された とずれが認められる。 
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            最大密度は（４９，１４）に計算されている。 

Average=([11-20]+[2-1-10])/2 


